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上空探査の概要
（①県防災ヘリコプター、②デジタル航空写真、③ドローン）

○上空探査：①県防災ヘリコプター、 ②デジタル航空写真、③ドローン
○その他：ヤニ打ち調査（被害木周辺）、マツノマダラカミキリ生息調査、地上目視調査（通年）

①松くい虫被害（青森県の状況）

「松くい虫被害対策防除強化期間」
（４～６月）と位置づけ、深浦町にお
ける松くい虫被害木の早期発見・
早期駆除を徹底（H28年度～）

・地上目視による巡視活動
・マツノマダラカミキリ生息調査
・普及啓発活動

・県防災ヘリコプターによる上空探査
・デジタル航空写真撮影による異常木探査

深浦町広戸
・追良瀬地区

・特別巡視員による地上目視
・ドローンを用いた上空探査（H28年度～）
・ヤニ打ち調査及び異常木等の伐倒・くん蒸処理

深浦町
大間越地区

・監視の徹底

実施場所 対策内容

県内全域

西海岸地域

　平成29年11月17日、青森市のラ・プラス青い森で開催されました。
　本研修会には国、県、市町村、森林組合職員約50名が参加しました。
　研修会では、青森県庁林政課森林整備グループ　蝦名技師、（地独）青森県産業技術セ
ンター林業研究所　伊藤研究員、（国研）森林研究・整備機構　森林総合研究所東北支所
中村生物被害研究グループ長より講義いただきました。
　内容については次頁から記載のとおりです。

森林病害虫等被害対策研修会

　蝦名技師による講義では、松くい虫被害につきましては、H28シーズン（2016. ７. １～
2017. ６.30）では、民有林と国有林を併せた被害発生本数は69本でしたが、H29シーズン
（2017. ７. １～ 2018. ６.30）10月時点での被害発生本数は15本となっているため、減少し
ていると説明がありました。
　シーズン途中ですが、昨年同時期では42本だったことから、比較すると大きく減少して
いるため、被害対策の効果が現れていると思われます。
　しかしながら、被害が収まっているわけではないため、青森県として早期発見、早期駆
除といった対策を継続していくとのことでした。
　ナラ枯れ被害につきましては、H28シーズンでは民有林と国有林の被害発生本数は85本
でしたが、H29シーズンの10月時点で1,951本と大きく増えている状況です。
　青森県としての今後の対策としては、被害木を６月までに全量駆除を行うとともに、枯
死木の調査継続と広葉樹林の若返り、木材利用の促進を普及するため適切な森林整備を推
進していくと説明がありました。

青森県における森林病害虫等被害の現状について
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○H29シーズン被害木は深浦町において合計１５本（H29.7.1～10月）
これまでの被害地である広戸・追良瀬地区で１５本、約１０ｋｍ北上した風合瀬地区では０本

①松くい虫被害（青森県の状況）

②ナラ枯れ被害（青森県の状況）

○深浦町における被害発生（県内２例目：平成２８年１０月以降）
→H29シーズン（H29.7.1～10月）

被害合計：１，９５１本
・民有林： ３５４本
・国有林：１，５９７本

○今後の対策
①被害木を６月までに全量駆除
②枯死木の調査を継続

・デジタル航空写真
・県防災ヘリコプター
・職員等による巡視

③適切な森林整備
・広葉樹林の若返りと木材

利用の促進を普及
（夏場の伐採は厳禁）

至 秋田県

青森県森林病害虫等防除センターだより
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　伊藤研究員による講義では、青森県内においてナラ枯れ被害が拡大しつつあるため、ナ
ラ枯れ被害が発生する原因から被害の特徴、発生の経過について説明がありました。
　被害を受けるナラは次世代数の増加、繁殖に適した太い木に被害が多いこと、コナラよ
りもミズナラの方がより枯死被害が多く、ナラ枯れにより自然・環境への影響が懸念され
るとのことでした。
　被害対策方法は、微害までは監視体制の強化及び早期伐倒駆除といった対策で回復が見
込めますが、中・激害まで進んだ場合は防除が非常に困難となるため、次世代の目標林型
を考えつつ、伐倒処理をしていくことが必要とのことでした。
　最後にその他の森林害虫として平成30年１月15日から特定外来生物に指定される予定の
クビアカツヤカミキリについて説明がありました。
　クビアカツヤカミキリはサクラやウメ、モモに被害を及ぼす害虫で、他県ではスモモな
どのバラ科樹木へ加害しているため、青森県に侵入した場合はリンゴへの被害も懸念され
ると説明がありました。

ナラ枯れ等の森林病害虫被害について
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蓬田村( )2010

深浦町

小坂町( )2012

九戸村( )2013

八幡平市( ～)2014

釜石市( )2010

宮古市( )20 13

八峰町

大館市

岩手町( ～)2014

盛岡市

遠野市

大船渡市

一戸町( )2017

東北地方における松くい虫被害の分布拡大

松くい虫被害の分布拡大

 東北地方は国内における松くい虫被害拡大の

最前線地帯である（あり続ける）

枯れマツを探す努力と人材の重要性

侵入した被害は強硬な手段で一気に鎮圧

 被害分布最前線では懸命の防除努力が投入されている

（それで，抑えられている）

 松くい虫被害はすでに日本だけの問題ではない

 日本から広まったアジアの激害

 世界的なマツ林生態系，林業への脅威

　中村生物被害研究グループ長による講義では、北東北管内における松くい虫被害分布や
世界的な被害状況、新たな防除方法について説明がありました。
　岩手県では今年度青森県境に近い一戸町で被害が発生しているため、県境付近の監視強
化が必要になると思われます。
　東北地方は国内における松くい虫被害拡大の最前線地帯であるため、今後も継続して防
除努力が必要とのことでした。
　防除方法につきましては、薬剤使用の制約が厳しさを増す中で、薬剤依存度が低い防除
手法は今後の松くい虫防除の命綱となること、伐採したマツの利用を念頭において樹種転
換についても検討していくことが必要となるとのことでした。

松くい虫被害対策の最近の情報について

6



防除技術に関するあれこれ

 防除薬剤の使用への制約がきびしさを増す中で，
薬剤依存度の低い防除手法は今後の松くい虫防除の
命綱たり得る

 マツ林伐採（樹種転換）は薬剤非依存の防除手法である
とともに，戦略的防除実現の具体策でもある

 侵入への備えとしてもマツ林の「整理」

 利用とからめることで，マツ林伐採（樹種転換）を
効率的，経済的にすすめる取り組みが進んでいる

 松くい虫被害対策との齟齬が生じないように留意！

 伐倒駆除にもオプションを

松くい虫被害対策としてのマツ林伐採（～樹種転換）

駆除伐採 予防伐採
（⇒移動阻害）

守

被害木 健全木
燃料利用
 流通システム？

用材利用
 用途／付加価値？
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　平成29年７月25日、深浦町内において「平成29年度第１回青森県松くい虫被害対策検討
会」、平成29年10月25日、青森市内において「平成29年度第２回青森県松くい虫被害対策
検討会」が県林政課主催で開催されました。
　検討会の概要としましては、
「青森県における現状の認識と今後の対応としましては、被害本数が昨年同時期と比較す
ると減少していることから、対策の効果が現れています。
　しかしながら、被害が依然として発生していることから、
・早期発見・早期駆除を継続していくこと
・今年度ヘリコプターによる上空探査地域を屏風山地域まで拡大し、今後も継続すること。
・�今年夏以降に確認された被害木15本や衰弱木等は、11月以降に伐倒・薫蒸処理予定との
ことでした。
　東北森林管理局からの情報提供としましては、隣県における松くい虫被害区域は、国有
林内では秋田県側の北限は能代市、岩手県側は紫波町とのことでした。

　平成29年10月25日、青森市内において「平成29年度青森県ナラ枯れ被害対策検討会」が
県林政課主催で開催されました。
　検討会の概要としましては、
・青森県内におけるナラ枯れ被害は中期以降の段階へ入ったものと認識。
・秋田県側では、今年度新たに藤里町・五城目町・大潟村の３町村で被害が確認。
・青森県深浦町県境に接する秋田県山本地域での被害が増加傾向にある。　
・�岩手県では、民有林で北上市、国有林で岩泉町で新たに被害が確認された
とのことです。
　東北森林管理局からの情報提供としましては、今年度の青森県内国有林被害僕は1,597
本。内979本は年内に処理済みのため、残りについては来年春まで処理を予定していると
のことでした。

平成29年度青森県松くい虫被害対策検討会

平成29年度青森県ナラ枯れ被害対策検討会
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